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本から学び伝わる平和への祈り 

戦後６９年。戦争体験者の方々も次第に数が少なくなってきている中、図書館が所蔵する資料を活用して 

本から学び伝えられる平和について考える、展示と朗読会を開催します。 

【展示】 

「桑名空襲と戦時下のくらし展」 ７月３日（木）～８月１９日（火）  ３階ガラスケース展示コーナー 

「三重県平和啓発パネル展」   ８月９日（土）～８月１９日（火）  ４階「歴史の蔵」前 

「原爆と人間展」        ８月９日（土）～８月１９日（火）  ４階展示ストリート 

 

【朗読会】 

  「言葉で伝える平和への祈り」 

●朗 読  水谷 りゑさん（お話宅配便「すきっぷ」代表） 

●と き  ８月８日（金）午後１時３０分～３時３０分 

●場 所  桑名市民会館 小ホール  ※ 入場無料、申込丌要 

 

 

 

北村けんじ展「き・づ・き」 

  多度町出身の児童文学作家・北村けんじ先生の作品には、多度を舞台にした作品がいくつかあります。 

数々の賞も受賞された北村先生の写真や作品を展示しますので、この機会にぜひ先生の本に親しんで 

みてください。 

●と き  ７月２３日（水）～８月３１日（日） 

  ●場 所  ふるさと多度文学館 ２階展示室 

 

 

 

絵日記コンテスト参加者募集 

夏の出来事を書いた『絵日記』を募集します。 

絵日記は、９月２日（火）から９月２１日(日)まで「桑名のこども絵日記展」として 

長島輪中図書館 １階 エントランスホールに展示します。 

参加を希望する方は、図書館直接か電話でお申し込みください。後日詳しい内容を個別に郵送します。 

（ささやかですが参加賞もあります） 

 

  

 

 

ふるさと多度文学館 

中央図書館 

長島輪中図書館 

 

 

 

 



 

【人気図書の紹介】 ※図書館で人気のある本の紹介です。 

１位 「 虚ろな十字架 」 東野 圩吾／著 出版社：光文社 出版年：2014.5 

 

別れた妻が殺された。もし、あのとき離婚していなければ、私はまた 

遺族になるところだった-。圧倒的な密度と、深い思索に裏付けられた 

予想もつかない展開の書下ろし長編。 

 

 

２位 「 豆の上で眠る 」 湊 かなえ／著 出版社：新潮社 出版年：2014.3 

  

13 年前に起こった姉の失踪事件。大学生になった今でも、妹の心には 

違和感が残り続けていた。押さえつけても亀裂から溢れ出てくる記憶と 

訊ねることのできない問いを胸に秘めたまま…。 

『週刊新潮』連載を単行本化。 

 

 

３位 「 村上海賊の娘 上巻 」 和田 竜／著  出版社：新潮社 出版年：2013.10 

 

和睦が崩れ、信長に攻め立てられる大坂本願寺。海路からの支援を 

乞われた毛利は村上海賊に頼ろうとした。その娘、景は海賊働きに 

明け暮れ、嫁の貰い手のない悍婦で醜女だった…。 

『週刊新潮』掲載を加筆修正し単行本化。 

 

 

４位 「 女のいない男たち 」 村上 春樹／著 出版社：文藝春秋 出版年：2014.4 

 

舞台俳優・家福は女性ドライバーみさきを雇う。死んだ妻について、 

彼はみさきに少しずつ語り始めた…。『文藝春秋』掲載の「ドライブ・ 

マイ・カー」ほか、書きおろしの表題作などを加えた全 6 編の短編を 

収録する。 

 

 

５位 「 村上海賊の娘 下巻 」 和田 竜／著  出版社：新潮社 出版年：2013.10 

         

織田方の猛攻を雑賀衆の火縄が止め、門徒の勢いを京より急襲した信長が 

粉砕する。毛利・村上の水軍もついに難波海へ。村上海賊は毛利も知らぬ 

禁じ手と秘術を携えていた…。『週刊新潮』掲載を加筆修正し単行本化。 

 

 

平成２６年６月２０日 現在  

【読みたい本が貸出中の時は「予約」ができます。詳しくは図書館職員へお尋ねください。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


